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ll. イオン打込みYIG薄膜の光磁気効果及びそのアニーリング依存性

申 宰 秀

H;イ オ ンお よび He● イオ ン打 込 み の Y IG (YIFeも0 12)汚 損 に 対 す る水 素 中 ア ニ ー リング

の 場 合､ 拡 散 に よ って 入 る｡ 水 素 が 打 込 まれ た屑 の 畝 気的 推 賞 に ど の よ うに形 響 す るか を裏 面 ス ピ

ン波 モ ー ド共 鳴 磁 界 Hr,塩 化 印 加 によ る共 鳴 磁 界 減 少 AHo お よび 光照 射 に よ る磁 界 減 少 AHp (光

砿 気効 果 )な どの 測 定 に よ り調べ る もの で あ る｡

試 料 は､ LP E法 に よ っ て (111)面 の G GG基 板 上 に成 長 し た Y IG薄 膜 の 水 素 イ オ ン また

は ヘ リウ ム イ オ ンを 打 込 ん だ もの で あ る｡ ア ニ ー リ ング は 水 素 雰 囲 気 中 で 70- 550°Cの 泊 度 拒

岡 の 定 め られ た渦 度 で 60分 間 保 持 して 行 っ た｡ 比 戦 の ため､ 同 貿 憎 で 空 気 中 ア ニ ー リ ング をな し､

ま た 水 素 イ オ ン打 込 み 滞 頻 の 場 合､ SiO～カバ ー 有 無 も対 象 と し た｡ 実験 は周 波 数 の 9.2GHz

帯 の ESR装 東 を用 い､ 過 度 77Kで FMR測 定 を した｡

図 1は､ Hさイオ ン打 込 み 試 料 に対 す る 光 地 気効 果 AHp の ア ニ ー リング 渦 度 依 存 性 で あ る｡ 空 気

中 ア ニ ー リ ング で は､ 150oCか ら急 に減 少 し､ 2 50bCか ら減 り方 が 確 か にな り､ 450oCで は

な くな る｡ 水 素 中 ア ニ ー リング の 場 合､ AHp は 80oCか ら急 激 に 減 少 す るが､ 150●C以 上 で は ほ

ぼ 一 定 偶 に落 着 い て い る｡ これ は､ 空 気 中 ア ニ - リ ング の 場 合､ 450oCで零 にな るの と比 べ て特

徴 的 で あ る｡ 図 2は､ He◆ イオ ン打 込 み 試 料 に対 す る､ △Hp の 水 素 芳 田 気中 で の ア ニ ー リング 粗

度 依 存作 で あ る｡ 打 込 みエ ネ ル ギ ー の 高 い試 料 で は 250oC付近 か ら ま たエ ネ ル ギ ー の 低 い 試 料 で

は 220●Cか ら､ それ ぞ れ 急 に発 生 し増 大 す る｡ こ の現 史 は､ 試 料 へ の 水 素拡 散 の 効 果 と考 え られ

る｡ 本 研 究 で は Hさお よび He◆ 打 込 み の YIG滞 損 の 水 素 中 ア ニ ー リング に よ り､ 打 込 まれ た水 素

お よび ア ニ ー リングで 入 る水 素 の 挙 動 を 光 磁 気 効 果 を通 して 調 べ ,ま た同 時 にな され た表面 層 の 共 鳴

槌 界 Hrの 測 定 か ら水 素 拡 散 の 磁 気 異 方 性 へ の 大 きな 効 果 を 見 由 し､ この 現 象 を 調 べ た｡ 以 上 の 結 果

か らこれ ら水 素の YIGへ の 寄 与 を論 じ た｡
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